
平成28年４月１日から

任意予防接種費用助成制度が変わります！
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※この制度は、任意予防接種を本人又は保護者が希望し、受ける場合に、経済的負担の軽減を図るものです。法
律的に任意予防接種を受ける義務はありません。
※乳幼児期は、受ける予防接種の種類が多く、対象年齢から１日でも外れると対象となりませんので、主治医と相
談の上、予めスケジュールを立てて計画的に接種を受けてください。
※任意予防接種を希望される方は、医療機関へ直接予約して接種を受けてください。
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き
れ
い
な
村
づ
く
り
の
た
め
、
村

内
一
斉
に
清
掃
活
動
を
行
い
ま
す
。

各
戸
に
１
名
以
上
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

各
地
区
ご
と
に
区
長
さ
ん
の
指
導
の

も
と
、
道
路
や
公
園
な
ど
に
散
乱
す
る

ゴ
ミ
の
収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
日

　
　時

４
月
17
日（
日
）

午
前
７
時
30
分
〜

※

清
掃
終
了
は
、
各
地
区
の
区
長
さ
ん

の
指
導
に
よ
り
ま
す
。

●
お
願
い

拾
っ
た
ゴ
ミ
は
、
お
手
数
で
す
が

家
庭
ゴ
ミ
と
同
様
に
分
別
し
て
く

だ
さ
い
。

個
人
の
粗
大
ゴ
ミ
は
、
別
に
許
可
を

と
っ
て
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
方
法

は
、
す
こ
や
か
カ
レ
ン
ダ
ー
に
ご
案

内
し
て
お
り
ま
す
が
、
ご
不
明
な
点

は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
内
保
健
福
祉
課

村
内
一
斉
大
清
掃

の
お
知
ら
せ

村
内
一
斉
大
清
掃

の
お
知
ら
せ

本
村
で
は
狂
犬
病
予
防
の
た
め
、
犬

の
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す
。

生
後
91
日
以
上
が
経
過
し
た
犬
を

飼
っ
て
い
る
方
は
、
犬
の
登
録
と
、
年

１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
日

　
　時

４
月
25
日（
月
）雨
天
で
も
実
施

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

警
報
が
出
て
い
る
場
合
は
中
止
し
ま

す
。

実
施
の
有
無
は
、
保
健
福
祉
課
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
予
備
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
場

　
　所

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
北
側
駐
車
場

●
料

　
　金

注
射
の
み･･･
３
、４
０
０
円

（
含
注
射
済
票
）

新
規
登
録･･･

３
、０
０
０
円

が
別
途
必
要

●
持
ち
物

愛
犬
手
帳
・
通
知
ハ
ガ
キ（
ハ
ガ
キ

の
問
診
票
に
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ

い
）

●
そ
の
他

ご
都
合
の
悪
い
方
は
、
個
別
に
獣
医

院
で
接
種
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
内
保
健
福
祉
課

狂
犬
病
予
防
注
射

の
お
知
ら
せ

狂
犬
病
予
防
注
射

の
お
知
ら
せ

交
付
通
知
書（
は
が
き
）
が
届
い
た

ら
、
次
の
流
れ
で
個
人
番
号
カ
ー
ド
を

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
取
日
時
の
電

話
予
約

●
電
話
予
約
受
付
時
間

月
曜
〜
金
曜

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

●
受
取
時
間

月
曜
〜
金
曜

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

②
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
取
　

申
請
さ
れ
た
ご
本
人
が
、
予
約
し
た

日
時
に
住
民
課
窓
口
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。（
持
ち
物
は
、
は
が
き
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。）

●
休
日
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
受
取
に
つ
い
て

平
成
28
年
４
月
か
ら
平
日
に
加
え
、

次
の
休
日
を
開
庁
し
て
カ
ー
ド
の
交

付
を
し
ま
す
。

休
日
開
庁
日 

第
４
日
曜

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※

事
前
に
電
話
予
約
を
い
た
だ
い
た
方

の
み
交
付
し
ま
す
。２
日
前
ま
で
に
予

約
が
無
い
場
合
は
、開
庁
し
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
先

民
生
部
住
民
課

個
人
番
号
カ
ー
ド
を

申
請
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ

個
人
番
号
カ
ー
ド
を

申
請
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ

子
ど
も
読
書
の
日
（
４
月
23
日
）
の

記
念
事
業
と
し
て
「
と
し
ょ
か
ん
ま
つ

り
」を
開
催
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《
午
前
の
部
》

●
お
り
が
み
教
室

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

場
所
　
児
童
コ
ー
ナ
ー

●
と
し
ょ
か
ん
お
じ
さ
ん
の
お
は
な
し

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
紙
芝
居
・

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
手
あ
そ
び

場
所
　
お
は
な
し
広
場

●
お
は
な
し

　ぷ
く
ぷ
く

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

人
形
劇
「
あ
か
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」

場
所
　
保
健
指
導
室

《
午
後
の
部
》

●
お
り
が
み
教
室

午
後
１
時
〜
２
時

場
所
　
児
童
コ
ー
ナ
ー

●
コ
ア
ラ
の
お
は
な
し

午
後
２
時
〜
２
時
30
分

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
手
あ
そ
び

場
所
　
お
は
な
し
広
場

●
問
合
せ
先

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
内
図
書
館

子
ど
も
読
書
の
日
記
念

│
と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り
│

わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
お
は
な
し
会

４
月
16
日
㈯

【申請方法】 接種したあとで、すこやかセンター内保健福祉課へ申請を行ってください。
【持 ち 物】 医療機関発行の領収書、印鑑、振込先（被接種者又は親権者の名義）の通帳等、
 母子健康手帳（インフルエンザを除く）
【申請期限】 平成28年４月１日から平成29年３月31日に接種を受けたものは、
 平成29年３月31日までに申請してください。
●問合せ先  すこやかセンター内保健福祉課

予防接種名 対象者 助成回数

おたふくかぜ

１歳から
就学前相当年齢

１回 2,000円 全額

インフルエンザ
※変更なし

65歳未満

１年度毎
13歳未満
２回まで

13歳以上１回

1,000円

（新規）Ｂ型肝炎

（新規）
ロタ

ウイルス

①ロタリックス
（１価）

②ロタテック
（5価）

１歳未満

生後６週０日から
24週０日

２回

生後６週０日から
32週０日 ３回

３回 ─ 全額

─ 全額

全額─

助成金額（１回あたり）

変更前 変更後

※標準的には、生後２か月で開始し、１回目の接種から４週以上、標準的には４週の間隔を
おいて２回目を接種し、更に１回目の接種から20週以上、標準的には20週から24週の
間隔をおいて３回目を接種します。
※２回目の接種は、１回目の接種から必ず４週以上あけてください。
※３回目の接種は、１回目の接種から必ず20週以上あけてください。
※３回の接種が完了するまでに１歳を超えた場合、残りの接種は助成の対象となりません。
※B型肝炎母子感染防止事業の対象者は、本事業による助成の対象とはなりません。

※４週以上の間隔で２回接種（１回目は生後20週０日までに接種が必要です。）
※１回目の接種は生後14週６日までにうけることが推奨されています。
※生ワクチンのため、接種後他の予防接種をする場合27日以上あけてください。

※４週以上の間隔で３回接種（１回目は生後24週０日まで、２回目は28週０日までに接種が
必要です。）
※１回目の接種は生後14週６日までにうけることが推奨されています。
※生ワクチンのため、接種後他の予防接種をする場合27日以上あけてください。

※生ワクチンのため、接種後他の予防接種をする場合27日以上あけてください。

ワクチンには２種類あります。
どちらか１方で規定の回数接種
を完了してください。



平成28年４月１日から

任意予防接種費用助成制度が変わります！

2014年5月1日2014年5月1日広報とびしま 広報とびしま 2016年4月1日

広報とびしま／2 0 1 6年 4月 4

2016年4月1日

広報とびしま／2 0 1 6年 4月5

※この制度は、任意予防接種を本人又は保護者が希望し、受ける場合に、経済的負担の軽減を図るものです。法
律的に任意予防接種を受ける義務はありません。
※乳幼児期は、受ける予防接種の種類が多く、対象年齢から１日でも外れると対象となりませんので、主治医と相
談の上、予めスケジュールを立てて計画的に接種を受けてください。
※任意予防接種を希望される方は、医療機関へ直接予約して接種を受けてください。

information

き
れ
い
な
村
づ
く
り
の
た
め
、
村

内
一
斉
に
清
掃
活
動
を
行
い
ま
す
。

各
戸
に
１
名
以
上
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

各
地
区
ご
と
に
区
長
さ
ん
の
指
導
の

も
と
、
道
路
や
公
園
な
ど
に
散
乱
す
る

ゴ
ミ
の
収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
日

　
　時

４
月
17
日（
日
）

午
前
７
時
30
分
〜

※

清
掃
終
了
は
、
各
地
区
の
区
長
さ
ん

の
指
導
に
よ
り
ま
す
。

●
お
願
い

拾
っ
た
ゴ
ミ
は
、
お
手
数
で
す
が

家
庭
ゴ
ミ
と
同
様
に
分
別
し
て
く

だ
さ
い
。

個
人
の
粗
大
ゴ
ミ
は
、
別
に
許
可
を

と
っ
て
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
方
法

は
、
す
こ
や
か
カ
レ
ン
ダ
ー
に
ご
案

内
し
て
お
り
ま
す
が
、
ご
不
明
な
点

は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
内
保
健
福
祉
課

村
内
一
斉
大
清
掃

の
お
知
ら
せ

村
内
一
斉
大
清
掃

の
お
知
ら
せ

本
村
で
は
狂
犬
病
予
防
の
た
め
、
犬

の
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す
。

生
後
91
日
以
上
が
経
過
し
た
犬
を

飼
っ
て
い
る
方
は
、
犬
の
登
録
と
、
年

１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
日

　
　時

４
月
25
日（
月
）雨
天
で
も
実
施

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

警
報
が
出
て
い
る
場
合
は
中
止
し
ま

す
。

実
施
の
有
無
は
、
保
健
福
祉
課
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※

予
備
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
場

　
　所

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
北
側
駐
車
場

●
料

　
　金

注
射
の
み･･･

３
、４
０
０
円

（
含
注
射
済
票
）

新
規
登
録･･･

３
、０
０
０
円

が
別
途
必
要

●
持
ち
物

愛
犬
手
帳
・
通
知
ハ
ガ
キ（
ハ
ガ
キ

の
問
診
票
に
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ

い
）

●
そ
の
他

ご
都
合
の
悪
い
方
は
、
個
別
に
獣
医

院
で
接
種
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
内
保
健
福
祉
課

狂
犬
病
予
防
注
射

の
お
知
ら
せ

狂
犬
病
予
防
注
射

の
お
知
ら
せ

交
付
通
知
書（
は
が
き
）
が
届
い
た

ら
、
次
の
流
れ
で
個
人
番
号
カ
ー
ド
を

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
取
日
時
の
電

話
予
約

●
電
話
予
約
受
付
時
間

月
曜
〜
金
曜

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

●
受
取
時
間

月
曜
〜
金
曜

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

②
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
取
　

申
請
さ
れ
た
ご
本
人
が
、
予
約
し
た

日
時
に
住
民
課
窓
口
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。（
持
ち
物
は
、
は
が
き
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。）

●
休
日
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
受
取
に
つ
い
て

平
成
28
年
４
月
か
ら
平
日
に
加
え
、

次
の
休
日
を
開
庁
し
て
カ
ー
ド
の
交

付
を
し
ま
す
。

休
日
開
庁
日 

第
４
日
曜

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※

事
前
に
電
話
予
約
を
い
た
だ
い
た
方

の
み
交
付
し
ま
す
。２
日
前
ま
で
に
予

約
が
無
い
場
合
は
、開
庁
し
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
先

民
生
部
住
民
課

個
人
番
号
カ
ー
ド
を

申
請
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ

個
人
番
号
カ
ー
ド
を

申
請
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ

子
ど
も
読
書
の
日
（
４
月
23
日
）
の

記
念
事
業
と
し
て
「
と
し
ょ
か
ん
ま
つ

り
」を
開
催
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《
午
前
の
部
》

●
お
り
が
み
教
室

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

場
所
　
児
童
コ
ー
ナ
ー

●
と
し
ょ
か
ん
お
じ
さ
ん
の
お
は
な
し

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
紙
芝
居
・

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
手
あ
そ
び

場
所
　
お
は
な
し
広
場

●
お
は
な
し

　ぷ
く
ぷ
く

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

人
形
劇
「
あ
か
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」

場
所
　
保
健
指
導
室

《
午
後
の
部
》

●
お
り
が
み
教
室

午
後
１
時
〜
２
時

場
所
　
児
童
コ
ー
ナ
ー

●
コ
ア
ラ
の
お
は
な
し

午
後
２
時
〜
２
時
30
分

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
手
あ
そ
び

場
所
　
お
は
な
し
広
場

●
問
合
せ
先

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
内
図
書
館

子
ど
も
読
書
の
日
記
念

│
と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り
│

わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
お
は
な
し
会

４
月
16
日
㈯

【申請方法】 接種したあとで、すこやかセンター内保健福祉課へ申請を行ってください。
【持 ち 物】 医療機関発行の領収書、印鑑、振込先（被接種者又は親権者の名義）の通帳等、
 母子健康手帳（インフルエンザを除く）
【申請期限】 平成28年４月１日から平成29年３月31日に接種を受けたものは、
 平成29年３月31日までに申請してください。
●問合せ先  すこやかセンター内保健福祉課

予防接種名 対象者 助成回数

おたふくかぜ

１歳から
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32週０日 ３回

３回 ─ 全額

─ 全額

全額─

助成金額（１回あたり）

変更前 変更後

※標準的には、生後２か月で開始し、１回目の接種から４週以上、標準的には４週の間隔を
おいて２回目を接種し、更に１回目の接種から20週以上、標準的には20週から24週の
間隔をおいて３回目を接種します。
※２回目の接種は、１回目の接種から必ず４週以上あけてください。
※３回目の接種は、１回目の接種から必ず20週以上あけてください。
※３回の接種が完了するまでに１歳を超えた場合、残りの接種は助成の対象となりません。
※B型肝炎母子感染防止事業の対象者は、本事業による助成の対象とはなりません。

※４週以上の間隔で２回接種（１回目は生後20週０日までに接種が必要です。）
※１回目の接種は生後14週６日までにうけることが推奨されています。
※生ワクチンのため、接種後他の予防接種をする場合27日以上あけてください。

※４週以上の間隔で３回接種（１回目は生後24週０日まで、２回目は28週０日までに接種が
必要です。）
※１回目の接種は生後14週６日までにうけることが推奨されています。
※生ワクチンのため、接種後他の予防接種をする場合27日以上あけてください。

※生ワクチンのため、接種後他の予防接種をする場合27日以上あけてください。

ワクチンには２種類あります。
どちらか１方で規定の回数接種
を完了してください。
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後期高齢者医療保険料を見直します
後期高齢者医療制度では、医療給付費の財源に充てるため、２年に１度保険料の改定が
行われます。

●保険料が増加する理由
　①被保険者一人当たりの医療給付費が伸びたこと。
　②高齢者人口が増加したこと。
●保険料の軽減
　所得の低い世帯の方の保険料については、平成２８年度から国の基準に合わせて、被
保険者均等割額の５割軽減、２割軽減の対象を拡大します。
●問合せ先　民生部住民課

information

毎
年
４
月
２
日
は
、
「
世
界
自
閉
症

啓
発
デ
ー
」
で
す
。

国
に
お
い
て
は
、
こ
の
日
か
ら
１
週

間
を
「
発
達
障
が
い
啓
発
週
間
」
と
定

め
、
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
、
多
く
の

人
々
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
し

て
い
ま
す
。

発
達
障
が
い
と
い
う
の
は
、
人
と
の

関
係
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
が
苦
手
だ
っ
た
り
、
興
味
・
行
動

の
偏
り
や
、
感
覚
の
問
題
が
あ
っ
た
り

し
ま
す
。
し
か
し
、
優
れ
た
能
力
を
発

揮
す
る
こ
と
も
あ
り
、
得
意
な
こ
と
と

苦
手
な
こ
と
の
差
が
大
き
い
の
で
周
り

か
ら
理
解
さ
れ
に
く
い
障
が
い
で
す
。

周
囲
の
人
々
が
発
達
障
が
い
を
正
し

く
理
解
し
て
、
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
気

づ
き
、
そ
の
子
に
合
っ
た
対
応
な
ど
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
こ
と
で
、
安
心

感
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、
将

来
も
個
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
自
信
を

も
っ
て
生
き
生
き
と
生
活
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
先

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
内
保
健
福
祉
課

４
月
２
日
〜
８
日
は

発
達
障
が
い
啓
発
週
間
で
す

４
月
２
日
〜
８
日
は

発
達
障
が
い
啓
発
週
間
で
す

発
達
が
気
に
な
る
お
子
さ
ん
の
育
児

や
教
育
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

ご
家
族
の
方
や
、関
係
の
先
生
方
、療

育
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
方
で
不
安
や

悩
み
を
お
持
ち
の
方
、佐
織
特
別
支
援

学
校
の
職
員
が
お
話
を
伺
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
通
り
無
料
面
接
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
内
容
は
秘
密
を
厳
守

し
ま
す
。

●
開
催
日
時

４
月
27
日（
水
）〜

　
平
成
29
年
３
月
15
日（
水
）

毎
週
水
曜
　
午
後
３
時
30
分
〜

※

予
約
の
電
話
の
時
に
日
時
を
決
め
ま
す

●
開
催
場
所

佐
織
公
民
館

●
予
約
開
始
日

４
月
20
日（
水
）

●
予
約
受
付
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
土
曜
・
日
曜
及
び
祝
日
を
除
く
）

※

事
前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い

●
予
約
・
問
合
せ
先

愛
知
県
立
佐
織
特
別
支
援
学
校

教
育
支
援
部
　
は
あ
と
相
談
係

☎
３
７
│

２
０
６
１

発
達
が
気
に
な
る

お
子
さ
ん
の
相
談
室
を
開
設

発
達
が
気
に
な
る

お
子
さ
ん
の
相
談
室
を
開
設

平成26・27年度の保険料率
所得割率　　　　　9.00％
均等割額　　　　　45,761円
一人当たりの
平均年額保険料 82,144円

平成28・29年度の保険料率
所得割率　　　　　9.54％
均等割額　　　　　46,984円
一人当たりの
平均年額保険料　　84,035円

●問合せ先　すこやかセンター内保健福祉課

平成28年４月から施行される
障害者差別解消法について

　障がいのある人は、日常生活でさまざまな不便さを感じています。また、障がいのあるこ
とで、障がいのない人と不当に違う扱いを受けるなど、差別を受けている場合もあります。
　障がいのある人もない人も、分けへだてられることなく、お互いに人格と個性を尊重し合
いながら共に生きる社会の実現を目指して、障害者差別解消法が施行されます。
　法律では「不当な差別的取扱い」と「合理的な配慮をしないこと」が禁止されます。

　障がいがあるということで、正当な理由なく、サービスの提供を拒否したり、制限したり、条
件をつけるなど、障がいのない人と違う扱いをすることは、不当な差別的取扱いとなります。
※正当な理由がある場合は、「不当な差別的取扱い」になりませんが、その理由を説明し、理解
を得られるように努めなければなりません。

不当な差別的取扱い

合理的配慮をしないこと
　障がいのある人から、困っていることを取り除いてほしいと求められた時、負担になり過
ぎない範囲で解決するための工夫をすることを、合理的配慮といいます。

誰もが暮らしやすい社会を目指して
　不当な差別的取扱いをすることは、行政機関も民間事業者も禁止されます。合理的配慮の
提供は、行政機関は必ず行う必要がありますが、民間事業者は、障がいのある人が困らないよ
うにできるだけ努力をすることになっています。
　ただし、合理的配慮をするために、費用や負担が重過ぎる場合などは、他の工夫や、やり方を
考えることになります。
　障害者差別解消法は、行政機関や民間事業者などを対象とした法律です。一般の人が個人
的な関係で、障がいのある人と接するような場合などについては、対象にしていません。
　しかし、差別をなくすためには、全ての人が、障がいに対する理解を深めることが必要です。
　それぞれの立場でこの法律を理解し、誰もが気持ちよく生活できる社会を目指しましょう。

お店に入ろうと
したら、車いす
を利用している
ことが理由で断
られた。

例えば アパートの契約
をするとき、障が
いがあることを
伝えると、そのこ
と を 理 由 に ア
パートを貸して
くれなかった。

例えば

災害時の避難所
で、聴覚障がいの
ある人がいると
管理者に伝えた
のに、必要な情報
が音声でしか伝
えられなかった。

例えば 会議に呼ばれた
ので、わかりやす
く説明してくれる
人が必要だと伝
えていたが、用意
してもらえなかっ
た。

例えば
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後期高齢者医療保険料を見直します
後期高齢者医療制度では、医療給付費の財源に充てるため、２年に１度保険料の改定が
行われます。

●保険料が増加する理由
　①被保険者一人当たりの医療給付費が伸びたこと。
　②高齢者人口が増加したこと。
●保険料の軽減
　所得の低い世帯の方の保険料については、平成２８年度から国の基準に合わせて、被
保険者均等割額の５割軽減、２割軽減の対象を拡大します。
●問合せ先　民生部住民課
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と
の
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が
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を
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理
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、
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、
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の
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●
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時
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月
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日（
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29
年
３
月
15
日（
水
）

毎
週
水
曜
　
午
後
３
時
半
〜

※
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約
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の
時
に
日
時
を
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ま
す

●
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催
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公
民
館

●
予
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４
月
20
日（
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）

●
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午
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10
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〜
午
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６
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発
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子
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ん
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平成26・27年度の保険料率
所得割率　　　　　9.00％
均等割額　　　　　45,761円
一人当たりの
平均年額保険料 82,144円

平成28・29年度の保険料率
所得割率　　　　　9.54％
均等割額　　　　　46,984円
一人当たりの
平均年額保険料　　84,035円

●問合せ先　すこやかセンター内保健福祉課

平成28年４月から施行される
障害者差別解消法について

　障がいのある人は、日常生活でさまざまな不便さを感じています。また、障がいのあるこ
とで、障がいのない人と不当に違う扱いを受けるなど、差別を受けている場合もあります。
　障がいのある人もない人も、分けへだてられることなく、お互いに人格と個性を尊重し合
いながら共に生きる社会の実現を目指して、障害者差別解消法が施行されます。
　法律では「不当な差別的取扱い」と「合理的な配慮をしないこと」が禁止されます。

　障がいがあるということで、正当な理由なく、サービスの提供を拒否したり、制限したり、条
件をつけるなど、障がいのない人と違う扱いをすることは、不当な差別的取扱いとなります。
※正当な理由がある場合は、「不当な差別的取扱い」になりませんが、その理由を説明し、理解
を得られるように努めなければなりません。

不当な差別的取扱い

合理的配慮をしないこと
　障がいのある人から、困っていることを取り除いてほしいと求められた時、負担になり過
ぎない範囲で解決するための工夫をすることを、合理的配慮といいます。

誰もが暮らしやすい社会を目指して
　不当な差別的取扱いをすることは、行政機関も民間事業者も禁止されます。合理的配慮の
提供は、行政機関は必ず行う必要がありますが、民間事業者は、障がいのある人が困らないよ
うにできるだけ努力をすることになっています。
　ただし、合理的配慮をするために、費用や負担が重過ぎる場合などは、他の工夫や、やり方を
考えることになります。
　障害者差別解消法は、行政機関や民間事業者などを対象とした法律です。一般の人が個人
的な関係で、障がいのある人と接するような場合などについては、対象にしていません。
　しかし、差別をなくすためには、全ての人が、障がいに対する理解を深めることが必要です。
　それぞれの立場でこの法律を理解し、誰もが気持ちよく生活できる社会を目指しましょう。

お店に入ろうと
したら、車いす
を利用している
ことが理由で断
られた。

例えば アパートの契約
をするとき、障が
いがあることを
伝えると、そのこ
と を 理 由 に ア
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くれなかった。
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災害時の避難所
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管理者に伝えた
のに、必要な情報
が音声でしか伝
えられなかった。

例えば 会議に呼ばれた
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く説明してくれる
人が必要だと伝
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戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔

慰
金（
第
十
回
特
別
弔
慰
金
）の
請
求
受

付
期
間
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

●
支
給
対
象
者

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、平
成
27
年
４
月
１
日（
基
準
日
）に

お
い
て「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」

や「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
遺
族
年
金
」等
を
受
け
る
方（
戦

没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）が
い
な
い
次
の

順
番
に
よ
る
先
順
位
者
の
ご
遺
族
お
一
人

に
支
給
。

１ 

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病

　
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

　
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

２ 

戦
没
者
等
の
子

３ 

戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫

　
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

※

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係

を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
か
に
よ
り
順
番
が
入
れ

替
わ
り
ま
す
。

４
右
記
１
〜
３
以
外
の
戦
没
者
等
の

  

三
親
等
内
の
親
族（
甥
・
姪
等
）

※

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
に
引
き
続

き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
方
に
限
り
ま
す
。

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

第
十
回
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

第
十
回
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

●
支
給
内
容

　
額
面
25
万
の
５
年
償
還
の
記
名
国
債

●
請
求
期
間

　
平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

●
問
合
せ
先

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
内
保
健
福
祉
課

information

は
か
り
を
取
引
・
証
明
等
に
使
用
す

る
場
合
は
、
２
年
に
１
回
、
定
期
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
計
量
法
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
は
か
り
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

●
定
期
検
査
日
時

５
月
16
日（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
３
時

●
定
期
検
査
会
場

役
場
西
駐
車
場

※

計
量
士（
有
資
格
者
）が
定
期
検
査
日

以
前
１
年
間
以
内
に
検
査
を
行
い
、県

知
事
に
そ
の
旨
を
届
け
出
た
は
か
り

等
は
、当
該
検
査
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

●
問
合
せ
先

開
発
部
経
済
課

は
か
り
を
取
引
・
証
明
等
に
使
用
す

る
場
合
は
、
２
年
に
１
回
、
定
期
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
計
量
法
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
は
か
り
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

●
定
期
検
査
日
時

５
月
16
日（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
３
時

●
定
期
検
査
会
場

役
場
西
駐
車
場

※

計
量
士（
有
資
格
者
）が
定
期
検
査
日

以
前
１
年
間
以
内
に
検
査
を
行
い
、県

知
事
に
そ
の
旨
を
届
け
出
た
は
か
り

等
は
、当
該
検
査
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

●
問
合
せ
先

開
発
部
経
済
課

『
計
量
器
の
定
期
検
査
』

を
行
い
ま
す

『
計
量
器
の
定
期
検
査
』

を
行
い
ま
す

無
責
任
な
飼
い
主
に
よ
っ
て
、
家

の
前
や
公
園
、
道
路
な
ど
犬
の
ふ
ん

尿
の
放
置
、悪
臭
、汚
れ
で
困
っ
て
い

る
と
の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

ふ
ん
尿
等
を
適
正
に
処
理
し
、
他

人
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
に
努
め

る
こ
と
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。

①
散
歩
中
に
排
せ
つ
さ
せ
る
場
合

犬
の
ふ
ん
は
袋
等
に
入
れ
て
必
ず
持

ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

あ
ら
か
じ
め
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
市
販

の
専
用
袋
等
を
用
意
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

持
ち
帰
っ
た
ふ
ん
は
、
可
燃
ご
み

と
し
て
出
す
な
ど
適
正
に
処
理
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
犬
の
マ
ー
キ

ン
グ
の
お
し
っ
こ
は
さ
せ
な
い
こ

と
が
大
切
！

飼
い
主
は
犬
が
し
そ
う
に
な
っ
て

も
立
ち
止
ま
る
こ
と
な
く
ど
ん
ど

ん
歩
き
ま
し
ょ
う
。

②
敷
地
内（
屋
内
）で
排
せ
つ
さ
せ
る
場
合

近
隣
の
方
に
悪
臭
で
迷
惑
を
掛
け
な

い
よ
う
に
速
や
か
に
片
付
け
ま
し
ょ

う
。

ま
た
、
室
内
で
さ
せ
る
場
合
も
臭

い
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

特
に
夏
場
は
窓
を
開
け
る
機
会
も

多
い
の
で
要
注
意
！

ふ
ん
尿
等
の

適
正
処
理
に
つ
い
て

体
罰
、
不
登
校
な
ど
子
ど
も
の
人

権
問
題
、
い
じ
め
、
女
性
、
障
が
い

者
、
高
齢
者
等
の
人
権
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

人
権
問
題
に
関
し
て
悩
み
や
疑
問

が
あ
り
ま
し
た
ら
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。

●
日

　
　時

４
月
12
日（
火
）

午
前
10
時
〜
11
時

●
開
催
場
所

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
内

１
階
会
議
室

●
相
談
担
当
者

津
島
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

南
部
地
区
人
権
擁
護
委
員

●
問
合
せ
先

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
内
保
健
福
祉
課

人
権
特
設
相
談
所
の
ご
案
内

海
部
医
師
会
で
は
、
い
く
つ
に
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
我
が
家
で
、
自
分
ら

し
く
生
き
た
い
と
い
う
方
の
力
に
な
れ

る
よ
う
、
在
宅
医
療
に
つ
い
て
の
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

在
宅
医
療
に
関
す
る
情
報
提
供
を
は

じ
め
、
様
々
な
角
度
か
ら
在
宅
医
療
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

●
受
付
時
間

月
曜
〜
金
曜

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
問
合
せ
先

海
部
医
師
会
在
宅
医
療
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

☎
０
７
０―

１
３
２
５―

８
２
２
３

去
る
２
月
24
日（
水
）、愛
知
県
庁
で

叙
勲
の
伝
達
式
が
あ
り
、元
飛
島
村
議

会
議
員
の
前
田
正
則
氏（
88
歳
）が
、旭

日
単
光
章
を
授
賞
さ
れ
ま
し
た
。

氏
は
、
昭
和
46
年
４
月
か
ら
村
議
会

議
員
と
し
て
３
期
12
年
に
わ
た
り
在
職

さ
れ
、
常
に
明
確
な
判
断
力
と
卓
越
し

た
識
見
を
も
っ
て
積
極
的
に
議
会
活
動

を
続
け
ら
れ
、
飛
島
村
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

第
43
回
人
権
を
理
解
す
る
作
品
コ

ン
ク
ー
ル（
標
語
の
部
）に
お
い
て
飛
島

学
園
の
生
徒
が
佳
作
に
選
ば
れ
ま
し

た
。こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
は
人
権
尊
重
の
重

要
性
・
必
要
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
名
古
屋
法
務

局
・
愛
知
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
が

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

●
佳
作

飛
島
学
園
８
年（
平
成
27
年
度
）

久
野
舞
子

人
権
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞

人
権
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
５
年
が

過
ぎ
ま
し
た
が
、
今
尚
、
多
く
の
方
々

が
、避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、県
内
で
の

慣
れ
な
い
環
境
で
の
生
活
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
避
難
者
の
方
々
に
、
２
月
25
日

（
木
）に
飛
島
村
で
収
穫
さ
れ
た
お
米
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
県
内

避
難
者
に
支
援
米
を
贈
呈

東
日
本
大
震
災
の
県
内

避
難
者
に
支
援
米
を
贈
呈

正
六
位
瑞
宝
双
光
章

元
飛
島
村
立
飛
島
小
学
校
校
長
の
故

堀
内
欽
之
助
氏
が
叙
位
叙
勲
を
受
け
ら

れ
、
３
月
18
日（
金
）に
伝
達
式
が
愛
知

県
教
育
委
員
会
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

氏
は
、
昭
和
27
年
９
月
か
ら
平
成
４

年
３
月
に
飛
島
小
学
校
を
退
職
す
る
ま

で
の
間
、
永
き
に
わ
た
り
教
育
者
と
し

て
数
々
の
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
そ
の
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

叙
位
・
叙
勲

叙
位
・
叙
勲

叙
勲
受
章
に
輝
く

叙
勲
受
章
に
輝
く

ご
利
用
く
だ
さ
い

在
宅
医
療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ご
利
用
く
だ
さ
い

在
宅
医
療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
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戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔

慰
金（
第
十
回
特
別
弔
慰
金
）の
請
求
受

付
期
間
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

●
支
給
対
象
者

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、平
成
27
年
４
月
１
日（
基
準
日
）に

お
い
て「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」

や「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
遺
族
年
金
」等
を
受
け
る
方（
戦

没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）が
い
な
い
次
の

順
番
に
よ
る
先
順
位
者
の
ご
遺
族
お
一
人

に
支
給
。

１ 

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病

　
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

　
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

２ 

戦
没
者
等
の
子

３ 

戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫

　
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

※

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係

を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
か
に
よ
り
順
番
が
入
れ

替
わ
り
ま
す
。

４
右
記
１
〜
３
以
外
の
戦
没
者
等
の

  

三
親
等
内
の
親
族（
甥
・
姪
等
）

※

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
に
引
き
続

き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
方
に
限
り
ま
す
。

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

第
十
回
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

第
十
回
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

●
支
給
内
容

　
額
面
25
万
の
５
年
償
還
の
記
名
国
債

●
請
求
期
間

　
平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

●
問
合
せ
先

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
内
保
健
福
祉
課

information

は
か
り
を
取
引
・
証
明
等
に
使
用
す

る
場
合
は
、
２
年
に
１
回
、
定
期
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
計
量
法
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
は
か
り
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

●
定
期
検
査
日
時

５
月
16
日（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
３
時

●
定
期
検
査
会
場

役
場
西
駐
車
場

※

計
量
士（
有
資
格
者
）が
定
期
検
査
日

以
前
１
年
間
以
内
に
検
査
を
行
い
、県

知
事
に
そ
の
旨
を
届
け
出
た
は
か
り

等
は
、当
該
検
査
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

●
問
合
せ
先

開
発
部
経
済
課

は
か
り
を
取
引
・
証
明
等
に
使
用
す

る
場
合
は
、
２
年
に
１
回
、
定
期
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
計
量
法
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
は
か
り
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

●
定
期
検
査
日
時

５
月
16
日（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
３
時

●
定
期
検
査
会
場

役
場
西
駐
車
場

※

計
量
士（
有
資
格
者
）が
定
期
検
査
日

以
前
１
年
間
以
内
に
検
査
を
行
い
、県

知
事
に
そ
の
旨
を
届
け
出
た
は
か
り

等
は
、当
該
検
査
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

●
問
合
せ
先

開
発
部
経
済
課

『
計
量
器
の
定
期
検
査
』

を
行
い
ま
す

『
計
量
器
の
定
期
検
査
』

を
行
い
ま
す

無
責
任
な
飼
い
主
に
よ
っ
て
、
家

の
前
や
公
園
、
道
路
な
ど
犬
の
ふ
ん

尿
の
放
置
、悪
臭
、汚
れ
で
困
っ
て
い

る
と
の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

ふ
ん
尿
等
を
適
正
に
処
理
し
、
他

人
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
に
努
め

る
こ
と
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。

①
散
歩
中
に
排
せ
つ
さ
せ
る
場
合

犬
の
ふ
ん
は
袋
等
に
入
れ
て
必
ず
持

ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

あ
ら
か
じ
め
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
市
販

の
専
用
袋
等
を
用
意
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

持
ち
帰
っ
た
ふ
ん
は
、
可
燃
ご
み

と
し
て
出
す
な
ど
適
正
に
処
理
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
犬
の
マ
ー
キ

ン
グ
の
お
し
っ
こ
は
さ
せ
な
い
こ

と
が
大
切
！

飼
い
主
は
犬
が
し
そ
う
に
な
っ
て

も
立
ち
止
ま
る
こ
と
な
く
ど
ん
ど

ん
歩
き
ま
し
ょ
う
。

②
敷
地
内（
屋
内
）で
排
せ
つ
さ
せ
る
場
合

近
隣
の
方
に
悪
臭
で
迷
惑
を
掛
け
な

い
よ
う
に
速
や
か
に
片
付
け
ま
し
ょ

う
。

ま
た
、
室
内
で
さ
せ
る
場
合
も
臭

い
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

特
に
夏
場
は
窓
を
開
け
る
機
会
も

多
い
の
で
要
注
意
！

ふ
ん
尿
等
の

適
正
処
理
に
つ
い
て

体
罰
、
不
登
校
な
ど
子
ど
も
の
人

権
問
題
、
い
じ
め
、
女
性
、
障
が
い

者
、
高
齢
者
等
の
人
権
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

人
権
問
題
に
関
し
て
悩
み
や
疑
問

が
あ
り
ま
し
た
ら
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。

●
日

　
　時

４
月
12
日（
火
）

午
前
10
時
〜
11
時

●
開
催
場
所

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
内

１
階
会
議
室

●
相
談
担
当
者

津
島
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

南
部
地
区
人
権
擁
護
委
員

●
問
合
せ
先

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
内
保
健
福
祉
課

人
権
特
設
相
談
所
の
ご
案
内

海
部
医
師
会
で
は
、
い
く
つ
に
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
我
が
家
で
、
自
分
ら

し
く
生
き
た
い
と
い
う
方
の
力
に
な
れ

る
よ
う
、
在
宅
医
療
に
つ
い
て
の
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

在
宅
医
療
に
関
す
る
情
報
提
供
を
は

じ
め
、
様
々
な
角
度
か
ら
在
宅
医
療
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

●
受
付
時
間

月
曜
〜
金
曜

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
問
合
せ
先

海
部
医
師
会
在
宅
医
療
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

☎
０
７
０―

１
３
２
５―

８
２
２
３

去
る
２
月
24
日（
水
）、愛
知
県
庁
で

叙
勲
の
伝
達
式
が
あ
り
、元
飛
島
村
議

会
議
員
の
前
田
正
則
氏（
88
歳
）が
、旭

日
単
光
章
を
授
賞
さ
れ
ま
し
た
。

氏
は
、
昭
和
46
年
４
月
か
ら
村
議
会

議
員
と
し
て
３
期
12
年
に
わ
た
り
在
職

さ
れ
、
常
に
明
確
な
判
断
力
と
卓
越
し

た
識
見
を
も
っ
て
積
極
的
に
議
会
活
動

を
続
け
ら
れ
、
飛
島
村
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

第
43
回
人
権
を
理
解
す
る
作
品
コ

ン
ク
ー
ル（
標
語
の
部
）に
お
い
て
飛
島

学
園
の
生
徒
が
佳
作
に
選
ば
れ
ま
し

た
。こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
は
人
権
尊
重
の
重

要
性
・
必
要
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
名
古
屋
法
務

局
・
愛
知
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
が

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

●
佳
作

飛
島
学
園
８
年（
平
成
27
年
度
）

久
野
舞
子

人
権
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞

人
権
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
５
年
が

過
ぎ
ま
し
た
が
、
今
尚
、
多
く
の
方
々

が
、避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、県
内
で
の

慣
れ
な
い
環
境
で
の
生
活
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
避
難
者
の
方
々
に
、
２
月
25
日

（
木
）に
飛
島
村
で
収
穫
さ
れ
た
お
米
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
県
内

避
難
者
に
支
援
米
を
贈
呈

東
日
本
大
震
災
の
県
内

避
難
者
に
支
援
米
を
贈
呈

正
六
位
瑞
宝
双
光
章

元
飛
島
村
立
飛
島
小
学
校
校
長
の
故

堀
内
欽
之
助
氏
が
叙
位
叙
勲
を
受
け
ら

れ
、
３
月
18
日（
金
）に
伝
達
式
が
愛
知

県
教
育
委
員
会
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

氏
は
、
昭
和
27
年
９
月
か
ら
平
成
４

年
３
月
に
飛
島
小
学
校
を
退
職
す
る
ま

で
の
間
、
永
き
に
わ
た
り
教
育
者
と
し

て
数
々
の
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
そ
の
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

叙
位
・
叙
勲

叙
位
・
叙
勲

叙
勲
受
章
に
輝
く

叙
勲
受
章
に
輝
く

ご
利
用
く
だ
さ
い

在
宅
医
療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ご
利
用
く
だ
さ
い

在
宅
医
療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー


